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書き込む時に日付を入れておくと、あとで治療の経過をふ

り返る際に役立つかもしれません。



周囲の人

『仕事』・『お金』

医療者に



時間はどのくらいかかりますか。

それぞれの治療を選んだ場合に予想されること（効果、副作用、
生活への影響など）を教えてください。



心のつらさを医療者に伝えてもいいですか。うまく伝えるには
どうすればいいですか。

周囲の人（家族、友人、近所の人など）にはどこまで、どのように
伝えるとよいでしょうか。

この病気とうまく付き合っていくために何かアドバイスはあり
ますか。

（詳しくは10・11Pに記載）

→主に看護師、心理療法士、相談窓口、患者会に聞きましょう

6

家事援助や子どもの世話、介護などを代わりに頼めるサービス
はありますか。手続きはどこでできますか。

退院してから後でも、生活面の困りごとについて話ができる
（相談できる）ような人はいますか。

→主に医師、看護師、医療ソーシャルワーカー



もし働けなくなった場合、何か生活の保障はされますか。
どこか相談できるところはありますか。

仕事と病気のことについて相談できることはありますか。
職場には、誰にどのように伝えればいいでしょうか。

『仕事』・『お金』のことが知りたい！
→主に医療ソーシャルワーカー、看護師、行政窓口に聞きましょう



あなたを助けてくれる人がいます
少し勇気を出して、声をかけてみましょう

がんの治療や療養生活、治療費など経済的な問題、仕事との両立やさ
まざまな不安などなんでも相談できるところです。
愛媛県内のがん診療連携拠点病院と、がん診療推進病院すべてに設置
されています。
看護師や医療ソーシャルワーカー、心理療法士などが相談に乗ってくれ
ます。秘密は厳守、匿名での相談も可能、利用は無料です。自分が治療
を受けている医療機関以外でも相談することができます。

がん相談支援センター

「困ったなぁ。どこに相談したらいいんだろう」と思ったら

がん診療連携拠点病院（国が指定）

● 四国がんセンター

● 住友別子病院

● 済生会今治病院

● 愛媛大学医学部附属病院

● 愛媛県立中央病院

● 松山赤十字病院

● 市立宇和島病院

がん診療推進病院（県が指定）

● 済生会西条病院

● 四国中央病院

● HITO病院

● 愛媛労災病院

● 十全総合病院

● 松山市民病院

● 済生会松山病院

● 市立八幡浜総合病院

※いずれも2022年3月現在

「ピア」とは仲間の意味です。患者や家族としてがんに向き合った経
験を持つ仲間による支援を「ピアサポート」と呼びます。副作用への
工夫や、医療者や周囲の人とのコミュニケーションなど、経験したか
らわかることを共有することで、少し気持ちが落ち着くことがある
かもしれません。
経験者のうち一定の研修を受けた人を「ピアサポーター」と呼びま
す。病院や地域で開催されている「サロン」（語り合いの場）などで活
動しています。個人情報を守り、医療的な介入をしないことなどの研
修を受けていて、必要に応じて関係する行政や病院の窓口などの情
報を紹介してくれることもあります。
「他の患者さんはどうしているんだろう」「誰かに話を聞いてもらい
たい」「家族のしんどさをわかってくれる人は？」そんな時にご利用
ください。

ピアサポート

「他の人は
どうしているんだろう。誰かに話を聞いてもらいたい」と思ったら

病院のサロン 利用無料

県内のがん診療連携拠点病院では定期的にサロンが開催されています。

多くのサロンでピアサポーター、地域の患者団体などが協力して運営されています。

開催日時などはそれぞれの病院へお問合せください。

（松山市末広町17－9　TEL089－997-7638）

NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会が、愛媛県から補助金を受けて運営してい

ます。平日（10時～15時）はピアサポーターが常駐しています。

地域のサロン

がんと向き合う人のための町なかサロン

利用無料



〇がん情報サービス
国立がん研究センターが運営する公式サイト
がんの基礎知識、診断、治療、暮らしのことまで幅広く掲載
https://ganjoho.jp/public/index.html

愛媛県がん診療連携協議会が中心になって情報提供しているサイト
愛媛県内の病院ごとの症例数、治療やサポートの体制などを掲載
https://e-cip.jp/first/

〇がんサポートサイトえひめ

https://www.ejim.ncgg.go.jp/public/index.html

〇厚生労働省eJIM（イージム：「統合医療」情報発信サイト）


